
3Dギプスによる犬の橈尺骨骨折の治療

３Dギプスによる治療症例

石嶋茂夫 いしじま動物病院

症例２）ポメラニアン、体重
1,6kg、7ヶ月齢、横骨折a：
受傷日、b：受傷19日　　　　　　　　　　　　　　　
c：受傷26日、d：受傷41日

a、毛刈り
b、ヒジ関節を固定して着地と同様の角度で保持
して印象材を流し込む。印象材が固まったのち
にペーパーナイフでカットして足を引き抜く。 
c、型取りした印象材に石膏を入れて固め、足型
を作成する。
d、アクリル酸ウレタン基材の両面テープをつけ
る。小型犬には、厚み0.7mmで柔軟性がある
テープを使用する。
e、モールデイングしながらギプス包帯を巻く。
足先は開放して成型する。

３Dギプスの装着
骨折周囲の全周でギプスを装着し、伸縮包
帯のテープで固定する。足先は開放する。
歩行を促して骨折部位に負荷がかかると仮
骨が形成されて骨が修復する。

背景
小型犬の橈尺骨骨折は多くの症例で手術による治
療が行われている。しかし、年齢や手術法に限ら
ず日に日に骨が細くなり骨吸収したり再骨折する
ことがある。手術による開創や骨髄腔の血流阻害
や持続的な圧着は骨再生の障害であり、手術以外
の治療法の確立が必要である。

症例５）トイプードル、体重
3,4kg、8ヶ月齢、横骨折a：
受傷2日、b：受傷14日、 
c：受傷28日、d：受傷42日

症例４）トイプードル、
体重1,6kg、４ヶ月齢、
亀裂骨折
a：受傷日、b：受傷17
日、c：受傷30日

症例３）ポメラニアン、体重
2,3kg、10ヶ月齢、斜骨折
a：受傷日、b：受傷12日、
c：受傷22日、d：受傷35日

症例１）トイプードル、体
重1,3kg 、7ヶ月齢、骨折端
がずれた骨折、a：受傷日
、b：受傷20日、c：受傷38
日、d：受傷56日

症例６）ボルゾイ，体重 29㎏，2歳齢、骨折端のずれた
骨折で，大型犬はアライメントの矯正が困難。
修復期（b，c，d）は仮骨が形成する。リモデリング期
（e，f，g，h）は，荷重による生物学的適応により，変
形の凸側は骨吸収が進み，凹側では骨形成が起 こる。
a：受傷 17 日，b：受傷 45 日 c：受傷 66 日，d：受
傷 72 日 e：受傷 88 日，f：受傷 101 日（ギプス外
す）g：受傷 192 日，h：受傷 311 日

結果、考察
３Dギプスによる治療で、斜骨折、横骨折、亀裂骨折、骨折端のずれた
骨折でも癒合した。太くなりすぎたり変形癒合した骨は自家矯正されて
元の形にもどった。小型犬から大型犬までの橈尺骨骨折で治療が可能
で、特に前肢が細い犬ほどギプス固定が安定した。治療した３５頭で偽
関節や骨吸収や癒合不全や同部位で再骨折を起こした犬はいない。犬の
橈尺骨骨折において３Dギプスは手術にかわる治療法である.
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毛刈り後に岸上式
プラスチックスプ
リントに肘をテー
プで固定する。次
に肢端を牽引しな
がらテープで全体
を固定する。

３Dギプスの安定性
骨折周囲の全周の固定ができ
る。屈曲、回旋、せん断方向
に安定的で、歩行時に圧縮方
向のみに負荷がかかる。

ギプス治療の改良
ギプス固定で足を完全固定すると１０日後には骨密度と筋
重量が低下する１）。また、従来のギプスは横とひねり方向
に対して不安定なため再骨折や偽関節や癒合不全のリスク
がある。そこで、骨折治癒の炎症期と修復期でギプス固定
を変えた。修復期のギプスは、患肢に完全にフィットする
立体的な３Dギプスを作製した。

炎症期のギプス
受傷日に徒手整復でアライメントを矯正
して患肢を完全固定する。完全固定は約
７日間行い運動制限する。炎症止めは使
用しない。
固定法

修復期のギプス
受傷日から７日前後でギプスを付け替える。患肢に完全にフィット
する３Dギプスを装着する

3Dギプスの作成法




